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―語学教育法の再評価 (3)―
北野文英
1. はじめに
本稿は二つの論文を先行論文として有している。即ち，「語学教育法の
再評価 (1) —フランス語の母音の発音教育について一」！）と「初学者
に対しフランス語の母音，及び発音と綴り字の関係をどう指導するか―
語学教育法の再評価 (2)-」2) の二つであり，本稿はその流れに置いた時
に十全な理解を得られることだろう。そこでごく簡単ではあるが両者を振
り返っておく。
「再評価 (1)」では発音教育を理念的に考察した。ここで提示した基本方針
は「再評価 (2)」を経て本稿でも堅持され，通奏低音として不動の基盤を
為している。即ち，簡略母音体系の採用，カタカナ発音とカタカナ表記の
拒否，綴り字と発音の関係の教育を発音そのものの教育と混同しない，と
いった方針である。また，韻律教育についてもある程度のことは触れてあ
る。
ところで，いかなる理念も公表されない限り批判も改善もされず，継承
もされなければ広く実践され公共の利益を上げることもない。そういうわ
けで私たちは教材化にこだわるが，理念が新しいだけにそれを盛り込んだ
「フランス語の発音，綴り字と発音の関係」一覧を立案するには障壁も多
いし，現状のものよりも実践的に仕上げるには困難も大きい。そのあたり
を論じ，実際に具体的試案を提示したのが「再評価 (2)」である。
本稿は，この具体的試案を実地に使用した結果を受けて検討し直し改善
を加え，再提示するのが最大のねらいである。つまり，現場の実情に照ら
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し合わせた上での実践結果である。この姿勢一ー緻密な体系の習得よりも
学習上の効果を最優先する一は，本稿の出発点であり帰結点でもある。
2. 簡略母音体系，再び
これは末尾の一覧表を使用する上で要となる概念であり，ひいては発音
指導上の要となる概念なので，先行する拙論にも詳しいが，今一度取り上
げることにしよう。初めて目にする方もおられるだろうから。
私たちが考える簡略母音体系とは，どの母音を授業で取り上げるかに関
して佐野 (1994)が提唱したものを更に発展させたものである。通常示さ
れる16の母音体系では学習者も混乱するし実用上過剰でもある。そこで
/a/~/a/, /o/~/o/, /e/~/E/, /0/~/00/はそれぞれ /A/,/0/,
IE/, /CE/と一括する。 /f£/~/reI も/€/に一体化させる。 eは
/Elか「それ以外」3)かの弁別がつけばそれでよい。こうして得られる母
音は /Al,/0/, /El, /CE/, /i/, /u/, /y/, /o/, /5/, Ii£/ (la/ 
または無音）に簡略化されるが，これらをカタカナ発音でごまかすのは絶
対にやめておく。もちろんカタカナ表記もやめておく。以上を簡略母音体
系と呼んだ。
/a/~/a/などの中和化には「再評価 (1)」でも取り上げた通り異論も
あるだろう。 Carton,F.(1974)の次の言葉は全く妥当である。
Toute langue a son systeme propre. Deux sons qui nous semblent 
identiques dans une langue etrangere peuvent correspondre a la 
realisation de deux phonemes differents, parce qu'ils ont une 
valeur distinctive. Si la difference entre / S ~c; I de l'allemand 
Kirsche《cerise》etKirche《eglise》apparaitmal a l'eleve, c'est 
parce que son oreille a ete eduquee en foction du systeme phono-
logique du franc;ais qui n'use pas de cette opposition. (pp.57-58) 
だから16母音すべてを指導できるのならば（学習上の効果があるのならば），
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あるいはその必然性があるのなら，指導すればよいだろう。
しかし，だからといって簡略母音体系も決して無謀な方式だとは言い切
れまい。実際， Leon,P.et M.(1964)も「/e/~/E/などの timbreの差
を無視してよいわけがない」と前置きしながら，こう続けている。
［・・]l'eleve etranger qui ne distingue pas dans sa langue le e de 
ses du eu de ceux, ou du o de seau, aura toutes les chances de 
d .. 1stmguer encore moms a1sement le e de the, du e de tete, ou 
le e de j'ai, du e de j'aie. 
1 y a done dans la correction de la prononciation un ordre 
de priorite a respecter, en commeni;ant par les sons qui ont une 
fonction linguistique: celle de distinguer deux mots differents 
tels que des et deux en deux notions grammaticales differentes 
telles que j'ai fini et je finis. (p.12) 
[・ ・］
[・・] on peut dire qu'il y a en fran<;ais seize voyelles, dont dix 
sont des phonemes essentiels a la comprehension linguistique. 
Ce sont [i], [y], [u], [o], et [a], qui n'ont qu'un seul timbre 
et cinq autres phonemes qui peuvent se realiser selon des varia-
tions phonetiques, caracteristiques du frani;ais standard. Ce 
sont: E qui peut etre [e] ou [E], EU qui peut etre [0], [a] ou 
[m], 0 qui peut etre [o] ou [o], A qui peut etre [a] ou [a], 
f, qui peut etre [e:] ou [ふ]. (p.18) 
以上のように書いた上で添えている具体的練習問題が《celi vre/ ces li vres, 
je vaux/ je veux, il vient/ ils viennent》(pp.18-19) といった程度のも
のでしかない。 《essentiela lacomprehension linguistique》なのでま
ず区別すべきだと想定されている音が，この程度のものでしかないという
ことだろう。
また， Carton,F.(1974)にも 《L'opposition/ 0 / ~ /re/ est d'un 
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faible rendement, parce que ces phonemes ne sont opposables qu'en 
syllabe fermee par /n/, /1/.》(p.60)とか《L'opposition厄~re/ 
tend a disparaitre meme sous l'accent en parisien [・・]》 (p.62)といっ
た記述が見られる。それなら，特に必然性のない学習者に対してはいくつ
かの母音を簡略化しても構わないのではなかろうか。
ただし，それにはカタカナ発音は絶対に受け入れないという条件が付く。
それを許すと /ci/~/E/や /u/~/CE/といった最低限の音素の弁別
すら不可能になってしまうからだ。 《Ilpousse a mon hebe cent/ cinq 
dents.》は冗談で済むとしても， 《Je vous attends au douzieme/ 
deuxieme etage.》は放っておけまい。そしてこれは eleveの二つの/El
の弁別とは《essentiela lacomprehension linguistique》かどうかとい
う点で根本的に異なる問題である。
ところで，逆に考えてみよう。 Nyrop,K. (1963)が言うような《le
phoneme final de succes, sujet, je desirais, etc. est alors quelque 
chose d'intermediaire entre [E] et [e]. 〉(p.38)といった場合まではと
もかく，一応 /e/~/E/などの弁別はきっちり行なうとすると，同じ
aiでも aimer(e ferme = voyelle orale d'avant, mi-fermee, non 
arrondie) と j'aime(e ouvert = voyelle orale d'avant, mi-ouverte, 
non arrondie)まで区別しなければならなくなる。
しかしその区別自体が果たして確実なものなのだろうか。 /a/~/o/
などの対立に当のフランス人自体が全然気づいていなかったり 4), 《M.
Togeby se contente […] de dix voyelles: [i], [y], [u], [e], [E], 
[0], [o], [a], [o], [a] [ J C' …. est un mventa1re fait d'apres la 
stricte application du principe de commutation.》という報告もあれ
ばsi,逆に現実には21の母音があると指摘されたり代 16母音の台形は実は
かなり相対的なものである。実際， Sten,H. (1966) は「母音（または音
声上のニュアンス）は16種類も実在するのか，逆に16種類に限定してよい
のか」と問いかけながら諸家の見解を詳細に報告しているが，それを見る
と音声学者の間にもかなりの混乱を指摘することができるだろう匹仏和
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辞典で heureux ひとつを調べても，辞書により [0r0], [orC/l], [0 Co) 
rC/l]と記述が異なっているのが現状である。それは Carton,F.(1974) 
の次の言葉でも確認できるだろう。
[…] comment prononcer la deuxieme voyelle de essayer ? 1 
existe deux raisons pour qu'on dise [ese:je] : 
- le timbre ouvert du nom dont ce verbe derive; 
- la pression qu'opere la graphie; 
mais il existe deux autres raisons pour qu'on dise [eseje]: 
- la tendance a fermer en syllabe non accentuee et neutraliser 
le timbre en cette position; 
- l'influence dilatrice du [ e] ferme final (h armomsation 
vocalique) . 
En consequence, on dira [ese:'je] pour la lecture de la prose 
d'art de Chateaubriand par ex.; mais dans la conversation 
familiere, on peut ceder aux tendances phonetiques. (p.203) 
従って， 16母音すべてを指導する必要がないのなら， 《essentiela la 
comprehension linguistique》かどうかを墓準にした場合，初学者の習得
目標としてむしろ私たちの簡略母音体系こそ理にかなっていると言っても
いいのではなかろうか8)0 
3. 母音の指導法
発音，及び発音と綴り字の関係を指導する上でポイントとなるのは母音
である。子音よりも遥かにつまずきやすいし致命的な間違いにもなりやす
いからだ。末尾の試案を使った指導法の一例を示してみよう。
①単母音字はローマ字読み。例えば a,a, aは/Alと読めばいいし，
o, 6はIOIと素直に読むこと。ただし uは lulではなく lyI, e, 
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e, eは/El。また，日本語の母音よりも口を大きく動かすこと（どう動
かすかは各音ごとに指導）。
② e (アクサン記号のない e) は， (1)語末の eは読まない。 luneや
teteの場合は nゃ tだけ発音しておく 9)。(2)eの後ろに子音字が二
つ以上続く場合 (perle,etc.)は/El。ただし chや phなどは一文字
扱い。 (3)ひとつしか続かない場合 (demi,etc.)は/Elと読まない10)0 
(4)ひとつしか続かなくても語末の時 (sorbet,etc.)は /E/Ill 0 
③母音字が二つ以上並んでいる時でも，素直にローマ字読み (piano,nuit, 
etc.)。ただし au,aiなど五つのパターン（一覧表の「複合母音字」の項
参照）の時には注意すること。
④ 「emや enは/alと読め」とよく言われるが， demi,premierなど
はそう読まない。これは初学者には大変な迷いの元である。そこで，こう. . 
説明したらどうだろうか。 m などの子音字は後ろに母音字があるとワン
セットになろうとする。だから demiの m は miでひとつであり，
de-miと読むことになる。つまり， emでひとまとまりではない。ところ． 
が decembreの場合， mbでひとつになれない。そこで前の母音字とひと. . . . .
つになり， emでワンセットとなる。このように「em/enでワンセット. . . . . . . 
と考えられる時には鼻母音化する」。 imや umも同じ。 image/impossible,
numero/ parfumも同様に考えればよい。
特に④について，音節の話でクリアしようとすることが多いようだが，
私の経験上音節の話をしても受講生の困惑が増すばかりである。それでは
説明にも何にもならないから，音節という概念を一切使わない説明法を採
るべきだろう。
また，半母音を無視しているが，これは故意に抜いた。経験上，混乱を
増幅させるだけだからだ。逆に，無視をしたところで全く何の問題も起き
ていない。
そもそも半母音は Fouche,P. (1959)によれば《Dupoint de vue 
pratique, celui qui importe ici, on peut considerer [jJ, [q], [ w] 
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comme des voyelles [i] , [y] , [ u], prononcees tres rapidement. 〉
(p.XXX)であり， Leon,P. et M.(1964)も
Sur le plan de la comprehension orale (phonemique), il y aurait 
peu d'importance a ce que ces trois semi-voyelles soient rem-
placees par les voyelles dont elles sont issues, i, u, ou, a condi-
tion que ces voyelles soient bien articulees evidemment. Le 
resultat serait de prononcer - comme on le fait parfois en 
poesie - deux syllabes (dierese) au lieu d'une seule (synerese). 
(p.36) 
と述べるようなものなのだから，初学者に iaと aiや ieと eiを混同
させるくらいなら語らない方がましではなかろうか。
母音について，もうひとつ。英語のように a をわざわざ /ei/と読ん
だりする学習者が後を絶たないから， Kammans.L.-P. (1964)の言葉通
り，《Lesvoyelles frani;aises sont stables, pures, c'est-a-dire qu'elles 
ne se deforment pas en cours d'emission; chaque uoyelle reste pa-
reille a elle-meme pendant toute la duree de sa prononciation.》
(p.16)であることは，最初から言い続けねばならないだろう。
尚，いかなる一覧表を用いるのであろうと，重要度の高低は指示した方
がよい。最重要なのは e の読み方，複合母音字，鼻母音の三つで，これ
らは確実に習得しておかないとどうにもならない。これらに比べればあと
は容易だから，学習者にもその心積もりをしてもらう方が効果的である。
4. おわりに
どうして一覧表を以下の形のように構成すべきかについての更に細かな
方針（配列の順序，体系性，発音記号の扱い，例単語の量など）及び使用
法（独立型と平行型の折衷）といった重要な諸点に関しては二つの先行拙
論に詳しいから，疑問を持たれた場合は是非そちらを参照願いたい。では，
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いよいよ一覧表を立案し直すことにしよう。例によって，そのままコピー
（拡大コピーがよい）すれば授業ですぐ使えるようにしてある。本稿に賛
同して頂けるなら，どうかご自由にお使い頂きたい。それは私たちの最大
の喜びである。分量が多いと言われる方がおられるかもしれないが，その
折にはご随意に取捨して頂きたい。
その時，例外を恐れてはならない。「フランス語では綴り字と読み方の. . . . 
間に極めて厳格な法則性がある」という言葉がおためごかしに過ぎず，む
しろ Grammont,M. (1963) が適切に述べる通り， 《L'orthographe
frani;aise officielle est inutilement compliqu翁 souventambigue, 
parfois trompeuse.》(p.195)ですらあることは「再評価 (2)」で指摘し
た通りである。実際， guichetと同じように aiguilleは読めないし， qu-
も， y も，試案で提示する読み方とは外れるものが実に多い。
しかし，それは歴史ある自然言語の必然である。私たちにとって大切な
のは，まず guideや qui,crayonが正確に読めることであり， aquarium
や adequat,solennel, poeleなどは，また後日の課題であろう。
（本学非常勤講師）
後注
1) cf. 北野 (1999)。
2) cf. 北野 (2000)。
3) この「それ以外」の時の扱いについて，私たちは「再評価 (1)」での論述と多
少異なる見解を持つに至っている。具体的には後に触れる。
4) cf.Fouche, P.(1969), pp.243-244. これは， Hindret,J. (1687)を見ても十
分に理解できる。
5) Sten, H. (1966), p.13. 
6) cf.Fouche, P.(1952), pp.76-79. 
7) cf.Sten, H. (1966), p.19-40. 
8) 参考までに，日本でフランス語教育に従事しているフランス人に尋ねたとこ
ろ， /a/~/a/の区別は自分たちにもわからないし， /0/~/re/も区別しな
い（ただし /a/~/CE/は重要），!&/も発話しないということだった。南フ
ランスでは /Elの音はなく IE/はすべて le/らしい。また， /o/~/o/の
175 
区別はするものの，区別されなかったからといって何の支障もないとのこと。
9) e muetにまつわる問題は様々で， Pleasants,J. V. (1956)のように一冊
の本になりさえする（しかも320ページほどもある）が，ここで私たちにとっ
て大切なのは， teteや maladeを /tEtE/,/mAlAdE/と読まないという
ことだけである。逆に，それさえ守られておればよしとしなければならない。
10) 上記注と同じ。敢えて言えば， fenetreを /fnEtr/と読もうと /fanEtra/
と読もうと， /fEnEtrE/と読まなかったらよいのである。
11) 実はこれだけでは gaieteや devouementの eが説明し切れない。しか
し，これを挿入する適当な場所がなかったので補遺に入れておいた。もっと
も，初級フランス語の場合，このパターンの e は jejoueraiのような時
くらいしか見かけないから，動詞の活用ということで別扱いすればよいだろ
う。
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フランス語の発音，発音と綴り字の関係
はじめに
①フランス語で使用する文字は，基本的に a,b, cから x,y, zまでの26文字で
す。そのうち a,e, i, o, u, yの6文字を母音字，残りを子音字と呼びます。
②フランス語にはアクサン記号と呼ばれるものが3種類あり，つけてもよい文字が
決まっています。それらを全部書き出すと
第1のアクサン： ? ?
第2のアクサン： a, e, 
(accent aigu) 
i (accent grave) 
第3のアクサン： a, e, ~ 1, o, il (accent c1rconflexe) 
となります。記号の名前はともかく，今はこれらの記号があるのだということを
覚えて下さい。
③ eとu以外は差し当たってローマ字読みして下さい。また yは iのつもりで
読んで下さい。その時アクサン記号はあってもなくても気にしないでおきましょ
う。たとえば a もaもaも全部同じものとして発音して下さい。では実際に
読んでみましょう。 [a],[a], [o], [o], [i] 
papa, la, midi, joli, moto, ami, mardi, piano, stylo, pyjama, 
koala, photo (ph=f) 
④カタカナ発音ではまずいですね。先生の指導に従って，日本語の「ア」，「オ」，
「イ」よりも口を大きく開けたり横に引っ張ったり，忙しく動かしましょう。カ
タカナ発音よりも，はるかに運動量が多いです。筋肉が疲れるくらい口を動かし
て，もう一度上の単語を発音して下さい。. . . . . . . . . . . 
⑤単語の最後を，念を押すような感じで読んでみましょう。心持ち上げて伸ばすよ
うにするとフランス語らしく響きます。では③の単語をもう一度。
⑥アクサン記号の付いた eCe, e, e)の入った単語を読んでみましょう。最後を
心持ち上げて伸ばすような感じ，ですよ。 [e:],[e] 
deja, hebe, ete, passe, the (th=t) 
⑦ uは少し練習が必要です。発音の仕方を先生からしっかり教わり，発音してみ
ましょう。そして次の単語を読んで下さい。ほら，恥ずかしがらずに，大きな声
で，勇気を出して！
tu, unite, numero, utilite, depute 
⑧フランス語では，単語の最後の子音字は原則として読みません。読むものも中に
はありますが，それは後の話として，とりあえずは読まないという方向で覚えて
下さい。
des, salut, jus, lit, aeroport 
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アクサン記号のない e
①まず，単語の最後の eです。[-],[a] 
utopie, idee, vie, fumee, myopie 
lune, tete, malade, eleve, rhume (rh=r) 
②次の eはどうでしょう。 [e],[e] 
eternite, perle, lettre, terre, lunette 
③次の eはどうでしょう。[-],[a] 
demi, petit, repos, fenetre, depuis 
④次の eはどう読みますか。 [e]
et, nez, livret, sorbet, pied 
以上の①～④より，アクサン記号のない eについてどんな規則性が考えられるで
しょうか。
発音練習問題 I: 次の単語を読みなさい。
livre, port, etre, epee, salade, unaminite, sabre, flute, farine, Paris, 
pomme, apostrophe, banane, rue, brutalite, robe, menu, jupe, nudite, 
rhumatisme, pare, mere, frere, nuit, alphabet, depart, plume, salle, 
brevet, madame, tres, porte, vite, theatre, rythme, phenomene, verite, 
opera, riz, buffet, verre, liberte, furie, metro, mener, vert, fuite, retard, 
surete, ・apres, violette, bras, video, samedi, mot, tube, purete, revue, 
veste, foret, lui, premier, lumiere, papier, amitie, fevrier, partie, 
fraternite, arbre, efet, omelette, biere, duree, diable, bruit, tiret 
注意すべき子音字 (1)
① hは絶対に読まれません。一応「無音」と「有音」に分けておきますが，その
意味は後々学んで下さい。今はともかく，絶対に読まないということだけ気をつ
けること。
無音： huile, herbe, hippopotame, horrible 
有音： heros, hardi, homard, hale, harpe 
② qは qu=kです。
qui, quatre, paquet, disque, briquet 
③ chは少し変わっていますよ。気をつけて下さい。 [f]
chat, echarpe, peche, chapftre, marche 
④ gnも変わっています。どう読むのでしょう。 [JlJ 
signe, signature, magnetophone, ignorer, magnitude 
⑤ sは母音字にはさまれた時には注意して下さい。 [z]
chose, musee, hasard, rose, chemise 
複合母音字
① aiと eiは同じ音だと思って下さい。さて，どう読むのでしょう。 [c:]'[e]
palais, lait, maitre, Seine, baleine 
② au=eauです。正確に読めますか。 [o]
aussi, jaune, chaud, beau, chateau 
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③ OUは口をとがらせ気味に，深く，重く発音するのがコツです。深く重くですよ。
[u] 
bouche, toujours, poulet, oui, jouet 
④ oiも注意して下さい。ところで，口の動きが小さくなっていませんか。 [w-]
loi, fois, boite, poire, voila 
⑤ euと ceuには最大限の注意を払って下さい。発音の仕方を先生からよく聞き，
十分に練習して身につけましょう。 [¢]'[ce]
heure, bleu, heureux, ceuvre, vceu 
発音練習問題 II: 次の単語を読みなさい。
habit, chapeau, dehors, trois, humanite, chaussette, faible, pneu, 
oiseau, vase, drapeau, roi, hibou, hache, reine, mois, nouveau, 
philharmonique, saut, haine, paresseux, droit, tableau, vrai, episode, 
peine, habile, chaussure, voiture, jeune, auto, toilette, fusee, chou, 
usine, souris, cheveu, haut, bois, douche, mai, huitre, balai, chemisier, 
froid, <lieu, baiser, hypothese, chaise, histoire, parfait, eau, philosophe, 
humide, mauvais, beurre, mademoiselle, jeudi, vous, fleuriste, pauvre, 
bureau, doux, deux, aujourd'hui, queue, journaliste, poupee, ouate 
C の読み方
①単独の C (母音字が後ろに続かない c)。[k]
creme, octobre, sucre, clef, mercredi 
② ca, co, cuの場合。 [k]
cafe, escalier, chocolat, court, cuisine 
③ ce, ci, cyの場合。 [s]
acces, cerise, ici, piscine, bicyclette 
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gの読み方
①単独の g(母音字が後ろに続かない， gn以外の g)。[g]
gratuit, tigre, gris, glace, eglise 
② ga, go, guの場合。 [g]
gare, gauche, escargot, goutte, legume 
③ ge, gi, gyの場合。 [3]
rouge, luge, girafe, fragile, gypse 
④ gu十母音字の場合。ちょっとややこしいので気をつけて! [g] 
bague, orgue, guerre, guitare, guichet 
発音練習問題 Il: 次の単語を読みなさい。
harmonica, ceci, vague, canard, scie, carotte, electricite, cahier, carte, 
photographe, cube, camarade, regarder, cycle, cadeau, galerie, aigu, 
colline, gagner, gyrophare, beaucoup, cigarette, ecole, gorge, voici, 
frigo, ligue, haricot, fromage, gout, facile, coup, cage, gateau, difficile, 
accord, neige, gilet, merci, ecouter, etage, cravate, nuage, cite, cerisier, 
garage, cercle, actrice, castagnette, geste, guepe, virgule 
鼻母音
いよいよここが正念場です。ここさえ乗り切ればほぼ制覇したも同然。頑張って！
① om, onでワンセットになる場合。 [5J 
ombre, complet, saison, violon, ballon 
② am, an, em, enでワンセットになる場合。 [i]
chambre, dans, empire, enfant, enchante 
③ im, in, ym, yn, um, un, aim, airi渇ら呵息:.•in でワンセットになる場合。
国，[&]
timbre, fin, juin, coin, symphonie, parfum, lundi, faim, pain, 
peinture 
発音練習問題 IV: 次の単語を読みなさい。
endroit, sympathique, geant, vendredi, accent, syndicat, nylon, dent, 
brun, elision, montagne, souvent, sein, salon, vent, peintre, avian, 
argent, jardin, enchainement, montre, ventre, inquiet, maison, 
masculin, feminin, appartement, medecin, jambon, marchandise, matin, 
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confiture, dimanche, bon, vin, blanc, chemin, liaison, monde, grand, 
loin, parenthese, mouton, etudiant, bain, pont, campagne, demain, 
oignon, jambe, main, point, champignon, fantaisie, raison, copain, 
langue, tendre, viande, emploi, present, olympique, emphase, princesse, 
contemporam, singulier 
注意すぺき子音字 (2)
① tは（特に -tionの場合） sと同じ音を表わす時があります。 [s]
emotion, rationalisme, nationalite (question, suggestion) 
② xには2通りの読み方があります。 [gz], [ks], 
語頭の ex十母音字 : exerc1ce, exotique, exemple, existence, 
exhibition 
それ以外 : taxi, excuse, texte, exception, experience 
③ lは -il,-il の時2通りの読み方があります。 [il]'[-j]
vile, village, mille, million, tranquille, 
file, bille, oreille, soleil, bouteille 
travailや maillotは travail,maillotの部分ではなく travail,maillot 
の部分を優先します。
その他
① yは通常は y=iですが，母音字にはさまれた時には y=iiだと思って下さい。
voyage, payer, noyau, crayon, croyance 
② cにはセディーユという記号がつく時があります。 [s]
ca, facon, garcon, lecon, recu 
③通常は鼻母音になる綴り字でも， m や nが mm,nnになると鼻母音化されな
いのが普通です。
parisienne, homme, sommet, ennemi, annee 
④今まで練習してきた通り，フランス語では単語の最後の子音字は普通読みません。
しかし中には読むものもあります（特に c,r, f, 1で終わる場合）。
sac, avec, bonjour, amour, soif, bceuf, cheval, signal 
発音練習問題 V: 次の単語を読みなさい。
excursion, introduction, somme, cedille, empereur, execution, feuille, 
nation, sceur, ciel, extreme, voyageur, futur, competition, extraordinaire, 
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appareil, grammaire, festival, excentrique, fleur, caillou, noir, gerondif, 
incroyable, pomme, carnaval, exigence, employe, exil, billet, lac, 
bonsoir, guillemet, honnete, ceuf, explication, famille, fonctionnaire, 
exploit, professeur, examiner, jour, cceur, cour, avril, coiffeur, pluriel, 
ceil, complexe, royaume, papillon, exagerer, bonheur, composition, 
mannequin, extase, international, appuyer, royaume 
ここまでの規則さえ覚えていれば，ほとんどの単語は自動的に読めるでしょ
う。しかし fils,femme, democratie, sculpture, moelleuxのような例
外的単語もあります（これは動詞の活用形や数字に顕著です）。規則あるとこ
ろに例外はつきものですから当然なのですが，中にはこれらわずかな例外にば
かり気を取られてフランス語の綴り字と発音との間の規則性を疑う人もいます。
そんな非建設的な姿勢ではマスターできるものもできなくなりますよね。賢明
なみなさんなら圧倒的多くの単語を支配している規則性の方に目を向けて，発
音をしっかり身につけてくれることでしょう。頑張ってください。
総合発音練習問題：次の単語を，大きく口を動かして読みなさい。その時アクセ
ントに気をつけること。
① effort, style, art, type, table, science, terrible, avenue, fruit, phrase, 
portrait, station, circuit, train, message, lecture, culture, surface, 
place, image, page, danger, habitude, position, arrangement, route, 
courage, violence, parent, prince, motivation, saint, intelligence, certain, 
simple, melon, concert, lion, long, biscuit, possible, frustration, 
horoscope, pipe, expert, impression, champion, air, important, silence, 
minute, force, public, justice 
② ordre, centre, passeport, stupide, harmonie, langage, musique, 
peuple, mariage, symbole, entrer, arriver, refuser, dictionnaire, 
capitaine, bleu, gouvernement, dialogue, difference, litterature, diner, 
general, hotel, hopital, metal, ocean, age, elephant, detail, elegance, 
telephone, progres, succes, riche, paradoxe, groupe, catalogue, 
catholique, adresse, profond 
(-ity) universite, qualite, quantite, abilite, faculte 
(-tor) acteur, facteur, docteur, moteur, createur 
(-ious) serieux, delicieux, precieux, curieux, religieux 
(-ive) actif, negatif, objectif, attentif, positif 
(-al) continue!, exceptionnel, traditionnel, culture!, nature! 
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③ debut, gel, gourmet, gigolo, modele, ballet, esprit, encore, tulipe, 
tarte, tomate, surrealisme, beret, profil, pierrot, atelier, marronnier, 
rhapsodie, rhetorique, veteran, parachute, clarinette, crepe, spectacle, 
potage, cassette, culotte, reportage, meuniere, vacance, restaurant, 
ensemble, renaissance, gratin, baton, sauce, chanson, pantalon, 
blouson, cinema, metre, saute, terrasse, lampe, sandale, manteau, 
boutique, bouquet, camouflage, montage, camembert, neglige, enquete, 
fiance, patron, concours, silhouette, genre, radio, cafe au lait, fond de 
veau, coup d'Etat, a la carte, je t'aime, Grand Prix, foie gras 
④ dessert/ desert, poisson/ poison, guide/ Gide, magasin / magazine, 
cousin/cousine, se/sous, feu/fou 
⑤ Alain, Albert, Alfred, Alexandre, Anatole, Andre, Anne, Antoine, 
Arthur, Beatrice, Bernard, Bertrand, Camille, Catherine, Cesar, 
Charlotte, Daniel, Denis, Diane, Emile, Emmanuel, Eric, Etienne, 
Fabrice, Ferdinand, Florent, Francois, Gabriel, Gerard, Guillaume, 
Gustave, Guy, Hector, Helene, Henri, Hercule, Hippolyte, Irene, 
Isabelle, Jacqueline, Jerome, Juliette, Laurence, Louis, Luc, Marc, 
Marcel, Maurice, Michel, Mireille, Nadine, Nicole, Olivier, Patrice, 
Paul, Philippe, Pierre, Raymond, Rene, Richard, Robert, Roger, 
Serge, Simon, Sophie, Sylvie, Therese, Thomas, Victor, Vincent, 
Xavier, Yvonne 
Marie Antoinette, Brigitte Bardot, Claude Debussy, Eugene Delacroix, 
Arsene Lupin 
⑥ Allemagne/ all em and, Angleterre/ anglais, Belgique/ belge, Chine/ 
chinois, Ecosse/ecossais, Espagne/espagnol, France/francais, Grece/ 
grecque, Hollande/ hollandais, Hongrie / hongrois, Irlande / irlandais, 
Japon/japonais, Pologne/polonais, Portugal/portugais, Russie/russe, 
Suede/suedois, Afrique/ africain, Arabie/ arabe, Asie/asiatique 
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補遺
① ch= k : chretien, chronique, chloroforme 
② ge +母音字： bourgeois, negligeable, obligeance (geographie) 
③ enは上記以外の読み方をすることも多い（特に -ienの時）。十分注意するこ
と。
chien, bien, parisien, examen, ennui 
Autriche/ autrichien, Bresil/bresilien, Canada/ canadien, Coree/ 
coreen, :8gypte / egyptien, Iran/ iranien, ltalie / italien, Europe/ 
europeen, Polynesie/polynesien 
④人名： Charles, Georges, Jacques, Yves; Jean, Jeanne; Christian, 
Christophe 
⑤読まない e: denuement, devouement, gaiete, remerciement 
⑥外来語： club, football, steak 
